
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】加締めが良好に行え、かつ硬化層の十分な形成

による強度確保および耐クリープ性の確保が図れる車輪

用軸受装置を提供する。

【解決手段】単列内輪５の軸受外向きの端面と内周面と

の角には、断面円弧状の面取部５ａを有する。単列内輪

５は、ハブ輪４の内輪嵌合面４ａのさらに端部側に突出

させた円筒状部を外径側へ鍔状に加締めることで、その

加締部４ｃでハブ輪４に固定する。ハブ輪４は炭素鋼製

で、その内輪嵌合面４ａからハブフランジ２２の根元部

２２ａにわたる表層部分に硬化層２０が設けられる。こ

の硬化層２０のインナー側端の位置は、単列内輪５の転

走面３ａよりも端部側で、かつこの単列内輪５の面取部

５ａよりも中央側とする。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 周 に 複 列 の 転 走 面 を 有 す る 外 方 部 材 と 、 こ の 転 走 面 に 対 向 す る 複 列 の 転 走 面 を 有 す る 内
方 部 材 と 、 こ れ ら 内 外 の 部 材 の 転 走 面 間 に 介 在 し た 複 列 の 転 動 体 と を 備 え 、
上 記 内 方 部 材 は 、 ア ウ タ ー 側 の 端 部 付 近 の 外 周 に ハ ブ フ ラ ン ジ を 有 す る ハ ブ 輪 と 、 こ の ハ
ブ 輪 の イ ン ナ ー 側 の 端 部 外 周 に 形 成 さ れ た 内 輪 嵌 合 面 に 嵌 合 す る 単 列 内 輪 と を 有 し 、 こ れ
ら ハ ブ 輪 お よ び 単 列 内 輪 に 上 記 複 列 の 転 走 面 と な る 各 列 の 転 走 面 が 形 成 さ れ 、 上 記 単 列 内
輪 は 軸 受 外 向 き の 端 面 と 内 周 面 と の 角 に 断 面 円 弧 状 の 面 取 部 を 有 し 、 こ の 単 列 内 輪 は 、 上
記 ハ ブ 輪 の 端 部 に 突 出 さ せ た 円 筒 状 部 を 外 径 側 へ 加 締 め て な る 鍔 状 の 加 締 部 に よ り ハ ブ 輪
に 固 定 さ れ 、 上 記 ハ ブ 輪 が 炭 素 鋼 製 で あ り 、 こ の ハ ブ 輪 に お け る 上 記 内 輪 嵌 合 面 か ら 上 記
ハ ブ フ ラ ン ジ の 根 元 部 に わ た る 表 層 部 分 に 硬 化 層 が 設 け ら れ 、 こ の 硬 化 層 の イ ン ナ ー 側 端
の 位 置 が 、 上 記 単 列 内 輪 の 転 走 面 よ り も 端 部 側 で 、 か つ こ の 単 列 内 輪 の 面 取 部 の 端 縁 よ り
も 中 央 側 で あ る こ と を 特 徴 と す る 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、 上 記 硬 化 層 の 表 面 硬 さ が ５ ８ ～ ６ ０ Ｈ Ｒ Ｃ で あ り 、 こ の 硬 化 層 の 深 さ
が ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上 で あ る 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に お い て 、 複 列 の ア ン ギ ュ ラ 玉 軸 受 型 と し た 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に お い て 、 複 列 の 円 錐 こ ろ 軸 受 型 と し た 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 ハ ブ ユ ニ ッ ト 形 式 の 車 輪 用 軸 受 装 置 に 関 し 、 特 に 、 ト ラ ッ ク ， ワ ゴ ン 車 等 に
お け る 比 較 的 負 荷 容 量 の 大 き い 車 輪 用 軸 受 装 置 や 、 一 般 乗 用 車 の 車 輪 用 軸 受 装 置 に 関 す る
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
ア ン ギ ュ ラ 玉 軸 受 を 用 い る 乗 用 車 用 の 車 輪 用 軸 受 装 置 は 、 第 １ 世 代 と 呼 ば れ る シ ー ル 付 き
複 列 軸 受 を 単 独 で 使 用 す る も の か ら 、 外 輪 が フ ラ ン ジ 付 き の ハ ブ を 兼 ね る ハ ブ ユ ニ ッ ト 軸
受 と な っ た 第 ２ 世 代 の も の へ と 進 化 し 、 さ ら に 内 外 輪 共 に フ ラ ン ジ を 有 す る 第 ３ 世 代 の も
の か ら 、 等 速 ジ ョ ン ト を 一 体 化 し た 第 ４ 世 代 の も の ま で 開 発 さ れ て い る 。 第 ３ 世 代 の も の
で は 、 図 １ ２ や 図 １ ３ の 各 例 に 示 す よ う に 、 回 転 側 で あ る 内 方 部 材 と な る ハ ブ 輪 ３ ４ と 、
固 定 側 で あ る フ ラ ン ジ 付 き の 外 方 部 材 ３ ２ と を 有 し 、 ハ ブ 輪 ３ ４ の 外 周 の ア ウ タ ー 側 に 片
列 の 転 走 面 ３ ３ ａ を 形 成 す る と 共 に 、 ハ ブ 輪 ３ ４ の 外 周 の イ ン ナ ー 側 端 に 別 体 の 単 列 内 輪
３ ５ を 嵌 合 さ せ て 、 こ の 単 列 内 輪 ３ ５ の 外 周 に も う 片 列 の 転 走 面 ３ ３ ａ を 形 成 し て い る 。
図 １ ２ の 例 は 従 動 輪 を 支 持 す る 車 輪 用 軸 受 装 置 で あ り 、 図 １ ３ の 例 は 駆 動 輪 を 支 持 す る 車
輪 用 軸 受 装 置 で あ る 。 図 １ ２ の 従 動 輪 支 持 用 の も の で は 、 ハ ブ 輪 ３ ４ の イ ン ナ ー 側 の 軸 端
に 形 成 し た ね じ 部 ３ ９ に ナ ッ ト ４ ０ を 螺 合 さ せ 、 こ の ナ ッ ト ４ ０ で 単 列 内 輪 ３ ５ を 軸 方 向
に 締 め 付 け 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 車 輪 用 軸 受 装 置 に お い て 、 特 許 文 献 １ は 、 円 錐 こ ろ 軸 受 型 の 車 輪 用 軸 受 装 置 の
例 で あ る が 、 図 １ ２ ， 図 １ ３ の 例 で 示 せ ば 、 ハ ブ 輪 ３ ４ の 表 層 部 分 に お け る イ ン ナ ー 側 端
か ら フ ラ ン ジ ４ ２ の 根 元 部 ４ ２ ａ に わ た る 部 分 を 、 高 周 波 熱 処 理 に よ る 硬 化 層 ５ ０ と し た
も の を 提 案 し て い る 。 硬 化 層 ５ ０ に お け る フ ラ ン ジ 根 元 部 ４ ２ ａ の 付 近 の 部 分 は 、 フ ラ ン
ジ ４ ２ の 剛 性 を 向 上 さ せ る も の で あ る 。 特 に 、 ト ラ ッ ク や ワ ゴ ン 車 等 に 用 い ら れ る よ う な
比 較 的 負 荷 容 量 の 大 き な 車 輪 用 軸 受 装 置 で は 、 フ ラ ン ジ 部 の 剛 性 向 上 が 望 ま れ て お り 、 硬
化 層 ５ ０ は 上 記 要 望 を 充 足 さ せ る 。 硬 化 層 ５ ０ に お け る 単 列 内 輪 ３ ５ の 嵌 合 部 分 は 、 ハ ブ
輪 ３ ４ の 単 列 内 輪 ３ ５ が 嵌 合 す る 部 分 に お け る 耐 ク リ ー プ 性 の 向 上 の た め で あ る 。 こ の 嵌
合 部 分 に 摩 耗 防 止 剤 を 塗 布 す る こ と も 行 わ れ て い る が 、 そ の 処 理 に 手 間 が か か る た め 、 上
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記 の よ う に 硬 化 層 ５ ０ で 耐 ク リ ー プ 性 を 向 上 さ せ る こ と が 望 ま し い 。
ま た 、 第 ３ 世 代 の 内 輪 回 転 タ イ プ の 車 輪 用 軸 受 装 置 で は 、 図 １ ２ の 例 の よ う な ボ ル ト 締 め
タ イ プ の 代 わ り に 、 ハ ブ 輪 の イ ン ナ ー 側 端 を 加 締 め て 上 記 単 列 内 輪 を 固 定 す る 構 造 の も の
が 主 流 に な り つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ５ １ ０ ６ ４ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
単 列 内 輪 ３ ５ を 加 締 固 定 す る タ イ プ は 、 生 産 性 や コ ス ト 面 で 優 れ て い る が 、 上 記 従 来 例 の
よ う に 、 ハ ブ 輪 ３ ４ の 表 層 部 分 に お け る 硬 化 層 ５ ０ を イ ン ナ ー 側 端 ま で 形 成 し た 状 態 で そ
の イ ン ナ ー 側 端 を 加 締 め る と 、 硬 化 層 ５ ０ に ク ラ ッ ク が 発 生 し 、 う ま く 加 締 ら れ な い と い
う 問 題 が 生 じ る 。 ま た 、 硬 化 層 ５ ０ の イ ン ナ ー 側 端 の 位 置 を 内 方 部 材 ３ ４ の 端 部 か ら 控 え
過 ぎ た 場 合 は 、 ハ ブ 輪 ３ ４ の 強 度 向 上 や 、 単 列 内 輪 ３ ５ と ハ ブ 輪 ３ ４ と の 嵌 合 部 分 に お け
る 耐 ク リ ー プ 性 の 確 保 が 難 し く な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
こ の 発 明 の 目 的 は 、 ハ ブ 輪 の 加 締 に よ り 単 列 内 輪 を 固 定 す る 構 造 と し 、 か つ ハ ブ 輪 に 硬 化
層 を 設 け る 構 成 と し な が ら 、 加 締 め が 良 好 に 行 え 、 か つ 硬 化 層 の 十 分 な 形 成 に よ る 強 度 確
保 お よ び 耐 ク リ ー プ 性 の 確 保 が 図 れ る 車 輪 用 軸 受 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の 発 明 の 車 輪 用 軸 受 装 置 は 、 内 周 に 複 列 の 転 走 面 を 有 す る 外 方 部 材 と 、 こ の 転 走 面 に 対
向 す る 複 列 の 転 走 面 を 有 す る 内 方 部 材 と 、 こ れ ら 内 外 の 部 材 の 転 走 面 間 に 介 在 し た 複 列 の
転 動 体 と を 備 え る 。 上 記 内 方 部 材 は 、 ア ウ タ ー 側 の 端 部 付 近 の 外 周 に ハ ブ フ ラ ン ジ を 有 す
る ハ ブ 輪 と 、 こ の ハ ブ 輪 の イ ン ナ ー 側 の 端 部 外 周 に 形 成 さ れ た 内 輪 嵌 合 面 に 嵌 合 す る 単 列
内 輪 と を 有 し 、 こ れ ら ハ ブ 輪 お よ び 単 列 内 輪 に 上 記 複 列 の 転 走 面 と な る 各 列 の 転 走 面 が 形
成 さ れ る 。 上 記 単 列 内 輪 は 軸 受 外 向 き の 端 面 と 内 周 面 と の 角 に 断 面 円 弧 状 の 面 取 部 を 有 す
る 。 こ の 単 列 内 輪 は 、 上 記 ハ ブ 輪 の 端 部 に 突 出 さ せ た 円 筒 状 部 を 外 径 側 へ 加 締 め て な る 鍔
状 の 加 締 部 に よ り ハ ブ 輪 に 固 定 さ れ る 。 上 記 ハ ブ 輪 は 炭 素 鋼 製 と し 、 こ の ハ ブ 輪 に お け る
上 記 内 輪 嵌 合 面 か ら 上 記 ハ ブ フ ラ ン ジ の 根 元 部 に わ た る 表 層 部 分 に 硬 化 層 が 設 け ら れ る 。
こ の 硬 化 層 の イ ン ナ ー 側 端 の 位 置 は 、 上 記 単 列 内 輪 の 転 走 面 よ り も 端 部 側 で 、 か つ こ の 単
列 内 輪 の 面 取 部 よ り も 中 央 側 と す る 。
こ の 構 成 に よ る と 、 ハ ブ 輪 の 硬 化 層 が 、 加 締 部 の 曲 げ 基 端 と な る 単 列 内 輪 の 加 締 固 定 側 の
面 取 部 ま で 及 ん で い な い た め 、 上 記 硬 化 層 が 、 ハ ブ 輪 を 加 締 め て 単 列 内 輪 を 締 め 付 け 固 定
す る 妨 げ に な ら な い 。 ま た 、 硬 化 層 に ク ラ ッ ク が 発 生 す る こ と な く 、 良 好 に 加 締 る こ と が
で き る 。 ま た 、 ハ ブ 輪 に 設 け る 硬 化 層 の イ ン ナ ー 側 端 が 単 列 内 輪 の 転 走 面 よ り も 端 部 側 に
位 置 し て い る た め 、 硬 化 層 の 形 成 目 的 の 各 効 果 が 十 分 に 得 ら れ る 。 す な わ ち 、 ハ ブ 輪 と 単
列 内 輪 と の 嵌 合 部 の う ち 、 ラ ジ ア ル 荷 重 の 作 用 す る 転 走 面 の 位 置 す る 軸 方 向 範 囲 は 、 全 て
上 記 硬 化 層 が 設 け ら れ て お り 、 こ の 硬 化 層 で 単 列 内 輪 と 接 す る こ と に な る た め 、 ハ ブ 輪 の
耐 ク リ ー プ 性 が 確 保 さ れ る 。 ま た 、 ハ ブ 輪 の フ ラ ン ジ 部 等 の 強 度 も 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 発 明 に お い て 、 上 記 硬 化 層 の 表 面 硬 さ を ５ ８ ～ ６ ０ Ｈ Ｒ Ｃ と し て も 良 い 。
ハ ブ 輪 の 硬 化 層 の 表 面 硬 さ が ５ ８ ～ ６ ０ Ｈ Ｒ Ｃ で あ る と 、 ハ ブ フ ラ ン ジ の 剛 性 が 向 上 し 、
車 両 旋 回 時 の フ ラ ン ジ 変 形 量 が 低 下 す る 。 そ の た め 、 車 両 の 車 輪 回 り の 剛 性 の 向 上 と な る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 発 明 に お い て 、 上 記 車 輪 用 軸 受 装 置 は 、 複 列 の ア ン ギ ュ ラ 玉 軸 受 型 の も の で あ っ て も
、 複 列 の 円 錐 こ ろ 軸 受 型 の も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
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こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 図 １ な い し 図 ３ と 共 に 説 明 す る 。 こ の 車 輪 用 軸 受 装 置 は 、 ハ
ブ ユ ニ ッ ト 形 式 で か つ 複 列 ア ン ギ ュ ラ 玉 軸 受 形 式 と し た も の で あ る 。 こ の 車 輪 用 軸 受 装 置
１ は 、 従 動 輪 の 支 持 に 適 用 し た 例 で あ っ て 、 図 １ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 複 列 の 転 走 面 ２ ａ
を 内 周 に 有 す る 外 方 部 材 ２ と 、 こ の 転 走 面 ２ ａ に 対 向 す る 複 列 の 転 走 面 ３ ａ を 外 周 に 有 す
る 内 方 部 材 ３ と 、 こ れ ら 内 外 の 部 材 ２ ， １ の 転 走 面 ３ ａ ， ２ ａ 間 に 介 在 し た 複 列 の 転 動 体
６ と を 備 え る 。 転 動 体 ６ は ボ ー ル か ら な り 、 各 列 毎 に 保 持 器 ７ で 保 持 さ れ て い る 。 内 方 部
材 ３ は 、 ア ウ タ ー 側 の 端 部 付 近 の 外 周 に ハ ブ フ ラ ン ジ ２ ２ を 有 す る ハ ブ 輪 ４ と 、 こ の ハ ブ
輪 ４ の イ ン ナ ー 側 の 端 部 外 周 に 嵌 合 す る 単 列 内 輪 ５ と を 有 す る 。 ハ ブ 輪 ４ は 、 ハ ブ フ ラ ン
ジ ２ ２ よ り イ ン ナ ー 側 に 隣 接 す る 部 分 の 外 周 に ア ウ タ ー 列 の 転 走 面 ３ ａ を 有 し 、 さ ら に イ
ン ナ ー 側 の 端 部 外 周 に 内 輪 嵌 合 面 ４ ａ を 有 す る 。 こ の 内 輪 嵌 合 面 ４ ａ に 上 記 単 列 内 輪 ５ が
嵌 合 し て 、 そ の 単 列 内 輪 ５ の 外 周 に 有 す る 転 走 面 ３ ａ が 、 内 方 部 材 ３ の イ ン ナ ー 列 の 転 走
面 ３ ａ と さ れ る 。 単 列 内 輪 ５ は 、 そ の 軸 受 外 向 き の 端 面 と 内 周 面 と の 角 に 、 断 面 円 弧 状 の
面 取 部 ５ ａ を 有 す る 。 ま た 、 ハ ブ 輪 ４ の 上 記 内 輪 嵌 合 面 ４ ａ の さ ら に イ ン ナ ー 側 の 端 部 は
、 図 ３ の よ う に 円 筒 状 部 ４ ｂ と さ れ 、 ハ ブ 輪 ４ に 単 列 内 輪 ５ を 組 み 込 ん で か ら 、 図 １ （ Ａ
） の よ う に 前 記 円 筒 状 部 ４ ｂ が 外 径 側 へ 加 締 め ら れ て 単 列 内 輪 ５ の 幅 面 を 押 し 付 け る 鍔 状
の 加 締 部 ４ ｃ と さ れ る 。 ハ ブ 輪 ４ の ハ ブ フ ラ ン ジ ２ ２ に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 こ の ハ ブ
フ ラ ン ジ ２ ２ の 孔 を 貫 通 す る ハ ブ ボ ル ト ８ 、 お よ び こ の ハ ブ ボ ル ト ８ に 螺 合 す る ハ ブ ナ ッ
ト ９ に よ り 、 ブ レ ー キ ロ ー タ ２ ３ と 車 輪 ２ ４ の タ イ ヤ ホ イ ー ル ２ ４ ａ と が 重 ね て 取 付 け ら
れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
外 方 部 材 ２ は 、 外 径 面 に フ ラ ン ジ か ら な る 取 付 部 ２ ｂ が 設 け ら れ 、 図 ２ の よ う に 、 こ の 取
付 部 ２ ｂ の 孔 を 貫 通 す る ナ ッ ク ル ボ ル ト １ ０ に よ り 、 車 体 側 の 懸 架 装 置 に お け る ナ ッ ク ル
２ ５ に 取 付 部 ２ ｂ が 取 付 け ら れ る 。 外 方 部 材 ２ の 両 端 に は 、 内 外 の 部 材 ３ ， ２ 間 を 密 封 す
る オ イ ル シ ー ル 等 の シ ー ル １ １ が 設 け ら れ て い る 。 イ ン ナ ー 側 の シ ー ル １ １ は 、 単 列 内 輪
５ の 外 周 に 設 け ら れ た シ ー ル リ ン グ １ ２ に 摺 接 す る よ う に さ れ て い る 。 シ ー ル リ ン グ １ ２
に は 、 回 転 検 出 セ ン サ の 被 検 出 部 と な る エ ン コ ー ダ １ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ハ ブ 輪 ４ は 、 炭 素 鋼 製 （ Ｊ Ｉ Ｓ 規 格 の Ｓ ５ ０ Ｃ ～ Ｓ ７ ０ Ｃ 相 当 ） で あ り 、 そ の 内 輪 嵌 合 面
４ ａ か ら ハ ブ フ ラ ン ジ ２ ２ の 根 元 部 ２ ２ ａ に わ た る 表 層 部 分 に 、 高 周 波 熱 処 理 に よ り 所 定
深 さ の 硬 化 層 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 硬 化 層 ２ ０ の 表 面 硬 さ は ５ ８ ～ ６ ０ Ｈ Ｒ Ｃ と さ
れ て い る 。 こ の 硬 化 層 ２ ０ の 深 さ は 、 ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上 と さ れ て い る 。
図 １ （ Ｂ ） に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 上 記 内 輪 嵌 合 面 ４ ａ の 部 分 に お け る 硬 化 層 ２ ０ の イ ン
ナ ー 側 の 位 置 は 、 単 列 内 輪 ５ に お け る 転 走 面 ３ ａ の イ ン ナ ー 側 端 Ａ よ り も さ ら に イ ン ナ ー
側 端 部 寄 り で 、 か つ 単 列 内 輪 ５ に お け る 面 取 部 ５ ａ の 内 端 縁 Ｂ よ り も 中 央 側 と さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 構 成 の 車 輪 用 軸 受 装 置 に よ る と 、 ハ ブ 輪 ４ が 炭 素 鋼 製 で 、 そ の ハ ブ 輪 ４ に お け る 内 輪
嵌 合 面 ４ ａ か ら ハ ブ フ ラ ン ジ ２ ２ の 根 元 部 ２ ２ ａ に わ た る 表 層 部 分 に 硬 化 層 ２ ０ が 設 け ら
れ て い る の で 、 ハ ブ フ ラ ン ジ ２ ２ の 部 分 の 剛 性 が 向 上 し 、 車 両 旋 回 時 の ハ ブ フ ラ ン ジ ２ ２
の 変 形 量 が 低 下 す る 。 そ の た め 、 車 両 の 車 輪 回 り の 剛 性 の 向 上 と な る 。 ま た 、 ハ ブ 輪 ４ の
硬 化 層 ２ ０ は 内 輪 嵌 合 面 ４ ａ ま で 拡 大 さ れ て い る た め 、 単 列 内 輪 ５ の 内 径 面 と ハ ブ 輪 ４ の
外 径 面 と の 嵌 合 面 に 発 生 す る ク リ ー プ が 抑 え ら れ る 。 そ の た め 、 ク リ ー プ の 発 生 に よ り 、
単 列 内 輪 ５ と ハ ブ 輪 ４ の 嵌 合 面 に 、 錆 、 摩 耗 粉 、 か じ り 等 が 生 じ て 、 単 列 内 輪 ５ を 損 傷 す
る と い う こ と が な く 、 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 硬 化 層 ２ ０ は 、 表 面 硬 さ が ５ ８
～ ６ ０ Ｈ Ｒ Ｃ と さ れ て い る の で 、 強 度 お よ び 耐 ク リ ー プ 性 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ハ ブ 輪 ４ の 硬 化 層 ２ ０ の イ ン ナ ー 側 端 の 位 置 は 、 加 締 部 ４ ｃ の 曲 げ 基 端 と な る 単 列 内 輪 ５
の 加 締 固 定 側 の 面 取 部 ５ ａ ま で 及 ん で い な い た め 、 上 記 硬 化 層 ２ ０ が 、 ハ ブ 輪 ４ の 円 筒 状
部 ４ ｂ （ 図 ３ ） を 加 締 め て 単 列 内 輪 ５ を 締 め 付 け 固 定 す る こ と の 妨 げ に な ら な い 。 ま た 、
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硬 化 層 ２ ０ に ク ラ ッ ク が 発 生 す る こ と な く 、 良 好 に 加 締 る こ と が で き る 。 ま た 、 ハ ブ 輪 ４
に 設 け る 硬 化 層 ２ ０ の イ ン ナ ー 側 端 が 単 列 内 輪 ５ の 転 走 面 ３ ａ よ り も 端 部 側 に 位 置 し て い
る た め 、 硬 化 層 ２ ０ の 形 成 に よ る 上 記 強 度 お よ び 耐 ク リ ー プ 性 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ４ は 、 こ の 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 こ の 実 施 形 態 の 車 輪 用 軸 受 装 置 １ Ａ は 、 図 １ ～
図 ３ に 示 す 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 、 外 方 部 材 ２ も ハ ブ 輪 ４ と 同 じ 炭 素 鋼 製 と さ れ 、 そ の
両 列 の 転 走 面 ２ ａ と な る 内 径 側 の 表 層 部 分 に 、 高 周 波 熱 処 理 に よ り 所 定 の 深 さ の 硬 化 層 ２
１ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 硬 化 層 ２ １ の 表 面 硬 さ も ５ ８ ～ ６ ０ Ｈ Ｒ Ｃ と さ れ て い る 。 ま た
、 イ ン ナ ー 側 列 の 単 列 内 輪 ５ お よ び 転 動 体 ６ は 、 ず ぶ 焼 き 入 れ の 施 さ れ た 軸 受 鋼 製 （ Ｊ Ｉ
Ｓ 規 格 の Ｓ Ｕ Ｊ 相 当 ） と さ れ て お り 、 そ の 焼 入 れ 部 分 の 表 面 硬 さ は ６ ０ Ｈ Ｒ Ｃ 以 上 と さ れ
て い る 。 ア ウ タ ー 側 の 転 動 体 ６ は 、 従 来 例 と 同 様 に 浸 炭 鋼 製 と さ れ る が 、 イ ン ナ ー 側 の 転
走 体 ６ と 同 じ ず ぶ 焼 き 入 れ の 施 さ れ た 軸 受 鋼 製 と し て も 良 い 。 そ の 他 の 構 成 は 第 １ の 実 施
形 態 の 場 合 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の 構 成 の 車 輪 用 軸 受 装 置 の 場 合 、 外 方 部 材 ２ を 炭 素 鋼 製 と し 、 そ の 外 方 部 材 ２ の 転 走 面
２ ａ の 部 分 に も 、 表 面 硬 さ ５ ８ ～ ６ ０ Ｈ Ｒ Ｃ の 硬 化 層 ２ １ を 設 け て い る の で 、 外 方 部 材 ２
の 長 寿 命 化 が 可 能 と な る 。
ま た 、 こ の 種 の 軸 受 の 特 性 と し て 、 イ ン ナ ー 側 の 単 列 内 輪 ５ に 形 成 さ れ る 転 走 面 ３ ａ は 、
タ イ ヤ 接 地 面 よ り 車 体 重 量 お よ び 旋 回 横 荷 重 が 転 走 面 に 負 荷 さ れ る 負 荷 率 が 、 ア ウ タ ー 列
の 転 走 面 ３ ａ よ り も 大 き く な る 。 し か し 、 イ ン ナ ー 側 の 単 列 内 輪 ５ お よ び 転 動 体 ６ を 、 表
面 硬 さ ６ ０ Ｈ Ｒ Ｃ 以 上 の ず ぶ 焼 き 入 れ の 施 さ れ た 軸 受 鋼 と し て い る の で 、 イ ン ナ ー 列 の 転
走 面 ３ ａ を 有 す る 単 列 内 輪 ５ の 長 寿 命 化 が 可 能 と な り 、 ま た 縁 石 乗 り 上 げ 等 の 大 き な 横 荷
重 が 負 荷 さ れ た と き で も 、 イ ン ナ ー 側 列 の 転 動 体 ６ に 、 内 部 割 れ 等 に 対 す る 十 分 な 強 度 が
確 保 さ れ る 。 従 来 、 イ ン ナ ー 側 の 単 列 内 輪 は 浸 炭 層 を 施 し た 軸 受 鋼 が 用 い ら れ て い る が 、
近 年 、 ず ぶ 焼 き 入 れ に し た 軸 受 鋼 は 、 精 錬 法 の 改 善 に よ り 、 挟 雑 物 が 少 な く 浸 炭 鋼 以 上 の
疲 労 寿 命 が 得 ら れ て お り 、 厳 し い 面 圧 下 で も 長 寿 命 が 図 れ る こ と が 判 っ た 。
な お 、 軸 受 の 転 が り 寿 命 は 、 硬 さ の 他 に 表 面 の 残 留 圧 縮 応 力 の 関 係 や オ ー ス テ ナ イ ト 量 と
の 関 係 な ど が 影 響 す る た め 、 一 概 に 硬 さ だ け で は 論 じ ら れ な い が 、 一 般 的 に は 硬 さ が 低 い
ほ ど 転 が り 寿 命 が 短 く 、 例 え ば 同 一 材 料 の 鋼 材 で 、 ５ ８ Ｈ Ｒ Ｃ に 対 し て ６ ０ Ｈ Ｒ Ｃ と し た
も の は 、 １ ． ８ 倍 程 度 の 寿 命 が 得 ら れ る デ ー タ も あ る 。
図 ４ の 実 施 形 態 に お い て 、 外 方 部 材 ２ に 上 記 硬 化 層 ２ １ を 設 け 、 単 列 内 輪 ５ お よ び 転 動 体
６ は 浸 炭 鋼 製 と し て も 良 く 、 ま た 外 方 部 材 ２ に 上 記 硬 化 層 ２ １ を 設 け ず に 、 単 列 内 輪 ５ お
よ び 転 動 体 ６ を 上 記 の よ う に ず ぶ 焼 き 入 れ の 施 さ れ た 軸 受 鋼 製 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ５ は 、 こ の 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 こ の 実 施 形 態 の 車 輪 用 軸 受 装 置 １ Ｂ は 、
図 １ ～ 図 ３ に 示 す 第 １ の 実 施 形 態 の 構 成 を 駆 動 輪 の 支 持 に 適 用 し た 例 で あ る 。 ハ ブ 輪 ４ に
は 、 等 速 自 在 継 手 １ ５ の 一 端 （ 例 え ば 外 輪 ） に 設 け ら れ た 軸 部 を 挿 通 す る た め の 内 径 孔 ４
０ が 設 け ら れ て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 従 動 輪 の 支 持 用 に 適 用 し た 第 １ の 実 施 形 態 の 場 合 と
同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ６ は 、 こ の 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 こ の 実 施 形 態 の 車 輪 用 軸 受 装 置 １ Ｃ は 、
図 ４ に 示 す 従 動 輪 の 支 持 に 適 用 し た 複 列 ア ン ギ ュ ラ 玉 軸 受 形 式 の 実 施 形 態 の 構 成 を 駆 動 輪
の 支 持 に 適 用 し た 例 で あ る 。 こ の 例 に お い て も 、 ハ ブ 輪 ４ に は 等 速 自 在 継 手 １ ５ に 設 け ら
れ た 軸 部 を 挿 通 す る た め の 内 径 孔 ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 従 動 輪 の 支 持 用
に 適 用 し た 図 ４ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ７ お よ び 図 ８ は 、 こ の 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 こ の 実 施 形 態 の 車 輪 用 軸 受 装
置 １ Ｄ は 、 円 錐 こ ろ 軸 受 型 と し た 例 を 示 す 。 こ の 実 施 形 態 は 、 ア ン ギ ュ ラ 玉 軸 受 形 式 で あ
る 図 １ ～ 図 ３ の 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 、 図 ７ の よ う に 転 動 体 ６ を ボ ー ル か ら 円 錐 こ ろ に
替 え 、 各 転 走 面 ２ ａ ， ３ ａ を 円 錐 面 と し た も の で あ る 。 図 ８ は 、 こ の 円 錐 こ ろ 軸 受 型 の 車
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輪 用 軸 受 装 置 １ Ｄ に よ る 従 動 輪 支 持 構 造 を 示 す 。 そ の 他 の 構 成 は 第 １ の 実 施 形 態 の 場 合 と
同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ９ は 、 こ の 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 こ の 実 施 形 態 の 車 輪 用 軸 受 装 置 １ Ｅ は 、
図 ４ に 示 す 従 動 輪 支 持 用 の ア ン ギ ュ ラ 玉 軸 受 形 式 の 実 施 形 態 に お い て 、 転 動 体 ６ を ボ ー ル
か ら 円 錐 こ ろ に 替 え て 複 列 円 錐 こ ろ 軸 受 形 式 と し た も の で あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 図 ４ の 実
施 形 態 の 場 合 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 １ ０ は 、 こ の 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 こ の 実 施 形 態 の 車 輪 用 軸 受 装 置 １ Ｆ は
、 図 ７ の 実 施 形 態 の 構 成 を 駆 動 輪 の 支 持 用 に 適 用 し た 例 で あ り 、 ハ ブ 輪 ４ に は 内 径 孔 ４ ０
が 設 け ら れ て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 従 動 輪 の 支 持 に 適 用 し た 図 ７ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 じ
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ １ は 、 こ の 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 こ の 実 施 形 態 の 車 輪 用 軸 受 装 置 １ Ｇ は
、 図 ９ の 実 施 形 態 の 構 成 を 駆 動 輪 の 支 持 に 適 用 し た 例 で あ っ て 、 ハ ブ 輪 ４ に は 内 径 孔 ４ ０
が 設 け ら れ て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 従 動 輪 の 支 持 に 適 用 し た 図 ９ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 じ
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 発 明 の 車 輪 用 軸 受 装 置 は 、 ハ ブ 輪 に お け る 内 輪 嵌 合 面 か ら ハ ブ フ ラ ン ジ の 根 元 部 に わ
た る 表 層 部 分 に 硬 化 層 を 設 け 、 こ の 硬 化 層 の イ ン ナ ー 側 端 の 位 置 を 、 単 列 内 輪 の 転 走 面 よ
り も 端 部 側 で 、 か つ こ の 単 列 内 輪 の 面 取 部 よ り も 中 央 側 と し た た め 、 ハ ブ 輪 の 加 締 に よ り
単 列 内 輪 を 固 定 す る 構 造 と し 、 か つ ハ ブ 輪 に 硬 化 層 を 設 け る 構 成 と し な が ら 、 加 締 め が 良
好 に 行 え 、 か つ 硬 化 層 の 十 分 な 形 成 に よ る 強 度 確 保 お よ び 耐 ク リ ー プ 性 の 確 保 が 図 れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ Ａ ） は こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 に か か る 車 輪 用 軸 受 装 置 の 断 面 図 、 （ Ｂ ） は （ Ａ
） に お け る 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 車 輪 用 軸 受 装 置 に よ る 従 動 輪 支 持 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 同 車 輪 用 軸 受 装 置 の 組 立 途 中 の 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に か か る 車 輪 用 軸 受 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 こ の 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に か か る 車 輪 用 軸 受 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に か か る 車 輪 用 軸 受 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に か か る 車 輪 用 軸 受 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 同 車 輪 用 軸 受 装 置 に よ る 従 動 輪 支 持 構 造 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 こ の 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に か か る 車 輪 用 軸 受 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 こ の 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に か か る 車 輪 用 軸 受 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 こ の 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に か か る 車 輪 用 軸 受 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 他 の 従 来 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， １ Ａ ～ １ Ｇ … 車 輪 用 軸 受 装 置
２ … 外 方 部 材
３ … 内 方 部 材
２ ａ ， ３ ａ … 転 走 面
４ … ハ ブ 輪
４ ａ … 内 輪 嵌 合 面
４ ｂ … 円 筒 状 部
４ ｃ … 加 締 部
５ … 単 列 内 輪
５ ａ … 面 取 部
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６ … 転 動 体
２ ０ … 硬 化 層
２ １ … 硬 化 層
２ ２ … ハ ブ フ ラ ン ジ
２ ２ ａ … 根 元 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

(9) JP 2004-345543 A 2004.12.9



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｆ１６Ｃ  43/04                         Ｆ１６Ｃ  43/04    　　　　          　　　　　

(10) JP 2004-345543 A 2004.12.9


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

